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混
迷
深
ま
る
北
東
ア
ジ
ア

特
集

人工衛星から撮影した夜の北東アジア。国際問
題・外交課題が山積するこの地域の国際秩序を
どのように構築するか、関係各国の力量が問わ
れる（Science Photo Library ／アフロ）
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今
号
で
は
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
諸
課
題
の
中
で
も
、
香
港
、
台
湾
、

北
朝
鮮
、
ポ
ス
ト
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
時
代
の
軍
縮
・
軍
備
管
理
、
日
韓
関
係
に
焦

点
を
あ
て
て
、
考
察
を
深
め
た
。

　

今
ま
さ
に
進
行
中
の
香
港
市
民
に
よ
る
抗
議
活
動
は
、反﹁
逃
亡
犯
条
例
﹂

の
枠
を
超
え
て
、﹁
一
国
二
制
度
﹂
の
内
実
、
あ
る
い
は
香
港
の
あ
り
方
そ
の

も
の
を
問
う
、
深
刻
か
つ
長
期
的
な
対
立
の
構
図
を
、
中
国
政
府
に
、
そ
し

て
国
際
社
会
に
突
き
つ
け
て
い
る
。
年
明
け
に
総
統
選
挙
を
控
え
る
台
湾
で

は
、
米
国
の
対
台
湾
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
強
ま
る
現
状
と
そ
の
影
響
を
分
析

し
た
。
香
港
と
台
湾
と
い
う
中
国
の
﹁
周
縁
﹂
か
ら
の
問
題
提
起
は
、
中
国

の
政
治
観
・
国
際
秩
序
観
と
鋭
く
対
立
す
る
要
素
を
孕
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら

を
ど
の
よ
う
に
平
和
裏
に
、
か
つ
ル
ー
ル
に
か
な
う
形
で
解
き
ほ
ぐ
し
て
い

く
か
は
、
国
際
社
会
が
負
っ
た
重
い
課
題
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
を
め
ぐ
る
米
朝
交
渉
、
さ
ら
に
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条

約
が
失
効
す
る
な
か
で
、こ
の
地
域
の
新
た
な
軍
事
状
況
に
対
応
し
た
軍
縮
・

軍
備
管
理
に
つ
い
て
、
い
か
に
事
態
を
動
か
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
。
ま

た
、
悪
化
す
る
日
韓
関
係
に
つ
い
て
も
、
個
々
の
論
点
は
二
国
間
関
係
に
起

因
す
る
が
、
そ
の
背
景
に
韓
国
に
お
け
る
米
中
重
視
（
相
対
的
に
は
日
本
の

後
景
化
）
の
国
際
秩
序
観
が
あ
る
。

　

米
中
対
立
を
主
旋
律
と
し
な
が
ら
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
絡
み
合
っ
て
い
る
。
複
雑
な
連
立
方
程
式
を
解
き
明
か
す
よ
う

に
、
個
々
の
事
象
と
そ
の
背
景
に
あ
る
構
図
を
丁
寧
に
読
み
解
き
た
い
。
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立
教
大
学
教
授

倉
田 

徹

林
鄭
月
娥
行
政
長
官
の
条
例
撤
回
表
明
に
か
か
わ
ら
ず
、

香
港
で
は
デ
モ
が
続
き
、
警
察
と
の
衝
突
も
絶
え
な
い
。

だ
が
、
香
港
の
デ
モ
隊
は
単
な
る
「
暴
徒
」
で
は
な
い
。

時
に
平
和
的
に
、
時
に
暴
力
に
訴
え
る
デ
モ
は
、

効
果
が
冷
静
に
測
定
さ
れ
、
香
港
人
の
支
持
を
得
て
い
る
。

香
港
デ
モ 

暴
力
の
論
理

—
—

米
中
を
巻
き
添
え
に
す
る「
絶
望
の
戦
術
」と
は

く
ら
た 

と
お
る　
一
九
七
五
年
生
ま
れ
。
東
京

大
学
卒
業
、
二
〇
〇
八
年
東
京
大
学
大
学
院

総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
修
了
、 

博
士（
学

術
）。
香
港
日
本
国
総
領
事
館
専
門
調
査
員
、

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、 

金
沢
大
学

准
教
授
を
経
て
現
職
。
著
書
に『
香
港
の
過
去・

現
在
・
未
来
』（
編
著
）、『
香
港 

中
国
と
向
き

合
う
自
由
都
市
』（
共
著
）
な
ど
。

8月30日朝、香港警察は雨傘運
動の指導者でもあった黄之鋒、周
庭の両氏を拘束したが、夕方に釈
放した（AP／アフロ）
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「
逃
亡
犯
条
例
」
へ
の
反
対
か
ら
始
ま
っ
た
香
港
の
抗
議
運
動
は
、

六
月
九
日
の
「
一
〇
三
万
人
デ
モ
」
以
来
、
大
規
模
な
抗
議
が
毎
週

続
け
ら
れ
、
す
で
に
三
ヵ
月
を
経
過
し
た
。
九
月
四
日
に
は
、
林
鄭

月
娥
行
政
長
官
が
つ
い
に
条
例
の
撤
回
を
発
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
香
港
で
も
一
時
株
価
が
急
上
昇
、
日
本
で
も
各
紙
が
翌
朝
ト
ッ
プ

で
報
じ
た
。
し
か
し
、「
撤
回
」
表
明
後
、
デ
モ
が
多
発
す
る
状
況

は
変
わ
ら
な
い
。

　

な
か
で
も
、「
デ
モ
の
暴
力
」は
衝
撃
的
で
あ
る
。
本
来
香
港
で
は
、

二
〇
〇
三
年
七
月
一
日
の
「
五
〇
万
人
デ
モ
」
が
、「
ゴ
ミ
箱
一
つ

倒
さ
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
平
和
な
デ
モ
を
行
う
文
化
が

定
着
し
て
い
た
。
今
回
も
、六
月
九
日
の
「
一
〇
三
万
人
デ
モ
」
や
、

同
一
六
日
の
「
二
〇
〇
万
人
デ
モ
」
な
ど
、
大
量
の
参
加
者
を
集
め

る
デ
モ
は
、
ほ
ぼ
合
法
で
平
和
裡
に
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
長

期
化
の
過
程
で
、
こ
う
し
た
平
和
な
デ
モ
と
並
行
し
て
、
一
部
の
者

が
た
め
ら
い
な
く
暴
力
行
為
を
行
う
よ
う
に
な
り
、九
月
初
め
に
は
、

毎
夜
鉄
道
の
駅
が
破
壊
さ
れ
て
使
用
不
能
に
な
っ
た
り
、
路
上
で
の

放
火
や
バ
リ
ケ
ー
ド
設
置
な
ど
が
行
わ
れ
、
警
察
と
衝
突
し
た
り
す

る
事
態
が
、
休
日
･
平
日
を
問
わ
ず
毎
日
発
生
し
た
。

　

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
公
共
施
設
の
破
壊
は
犯
罪
で

あ
り
、
迷
惑
行
為
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
た
言
う
ま
で
も

な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
で
も
わ
か
る
理
屈
は
、

暴
力
行
為
に
及
ぶ
デ
モ
参
加
者
も
先
刻
承
知
で
あ
る
。「
香
港
人
が

ん
ば
れ
」
と
叫
ぶ
よ
う
な
、
香
港
へ
の
愛
に
あ
ふ
れ
る
は
ず
の
者
た

ち
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
「
自
傷
行
為
」
に
当
た
る
暴
力
に
訴
え
る

の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
央
政
府
･
香
港
政

府
の
期
待
に
反
し
て
、
多
く
の
市
民
が
い
ま
だ
に
、
こ
の
危
険
を
増

す
、
迷
惑
な
抗
議
活
動
を
支
持
し
、
一
方
で
人
間
の
鎖
や
平
和
な
行

進
な
ど
の
、
全
く
性
質
の
異
な
る
運
動
も
並
行
し
て
続
け
ら
れ
て
い

る
の
か
、
と
い
う
大
き
な
疑
問
が
浮
か
ぶ
。

　

本
稿
は
、こ
う
し
た
状
況
を
論
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
に
、
香
港
の
危
機
は
深
刻
で
あ
り
、
か
つ
長
期
化

が
見
込
ま
れ
る
国
際
問
題
と
し
て
の
事
態
の
拡
大
は
避
け
ら
れ
な
い

と
、
筆
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
。

残
る
「
四
つ
の
要
求
」
の
意
味

　

条
約
の 

「
撤
回
」
で
抗
議
活
動
が
収
ま
ら
な
い
理
由
と
し
て
わ
か

り
や
す
い
の
は
、
デ
モ
参
加
者
に
は
「
五
つ
の
要
求
」
が
あ
り
、「
撤

回
」
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
香
港
民
意
研

究
所
に
よ
る
「
撤
回
」
表
明
後
の
調
査
で
は
、林
鄭
長
官
が
「
撤
回
」

以
外
の
要
求
に
応
じ
な
い
こ
と
に
反
対
と
答
え
た
者
は
六
五
％
で
あ

り
、
多
数
の
市
民
の
不
満
は
収
ま
っ
て
い
な
い
。

　

巨
大
な
抗
議
活
動
の
第
一
波
と
な
っ
た
「
一
〇
三
万
人
デ
モ
」
に
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も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
条
例
審
議
を
進
め
る
と
宣
言
し
た
。
議
会

で
あ
る
立
法
会
の
審
議
入
り
予
定
日
の
六
月
一
二
日
、
抗
議
の
デ
モ

参
加
者
が
立
法
会
を
包
囲
し
、
突
入
を
試
み
る
と
、
警
察
は
催
涙
弾
・

ゴ
ム
弾
な
ど
を
用
い
て
強
硬
に
こ
れ
を
排
除
し
、
林
鄭
長
官
は
「
組

織
的
暴
動
の
発
動
」
と
デ
モ
を
非
難
し
た
。
さ
ら
に
市
民
の
怒
り
が

爆
発
し
、
立
法
会
は
開
会
不
能
に
陥
り
、
政
府
は
一
五
日
、
法
案
審

議
の
一
時
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
れ
で
も
怒
り
は
収
ま
ら
ず
、

翌
一
六
日
に
は「
二
〇
〇
万
人
デ
モ
」が
発
生
し
た
。「
五
つ
の
要
求
」

は
、
こ
の
「
二
〇
〇
万
人
デ
モ
」
の
際
、
主
催
団
体
の
「
民
間
人
権

陣
線
」
が
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
条
例
修
正
案
の
撤

回
の
ほ
か
、
独
立
調
査
委
員
会
を
設
置
し
て
警
察
の
武
力
行
使
の
責

任
を
追
及
す
る
こ
と
、
デ
モ
を
「
暴
動
」
と
評
価
し
た
こ
と
を
撤
回

す
る
こ
と
、
デ
モ
参
加
者
を
罪
に
問
わ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
林
鄭
長

官
の
辞
職
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
長
官
辞
職
の
要
求
は
、
七
月
一
日
に

立
法
会
に
突
入
し
た
デ
モ
参
加
者
に
よ
っ
て
、
普
通
選
挙
の
実
施
へ

と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

残
さ
れ
た
四
つ
の
要
求
は
、
政
府
と
デ
モ
参
加
者
の
間
の
溝
の
深

さ
を
示
し
て
い
る
。
う
ち
三
つ
は
、
暴
力
行
為
を
赦
し
、
警
察
を
罰

す
る
こ
と
を
求
め
る
内
容
で
あ
る
。
デ
モ
参
加
者
は
、
デ
モ
の
た
び

に
繰
り
返
さ
れ
る
警
察
の
武
力
鎮
圧
に
激
し
く
怒
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
北
京
・
香
港
両
政
府
に
と
っ
て
、
事
態
の
鎮
静
化
に
は
警

察
力
が
頼
り
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
会
見
の
た
び
に
警
察
の
努
力
を
称

賛
し
て
い
る
。
こ
れ
は
妥
協
可
能
な
両
者
の
意
見
の
相
違
と
い
う
よ

り
も
、
根
本
的
な
政
治
観
の
対
立
で
あ
る
。
デ
モ
参
加
者
は
民
意
に

応
じ
な
い
政
府
を
道
徳
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
政
府
は
統
治
に
従

わ
な
い
市
民
を
赦
せ
な
い
。
こ
こ
に
到
っ
て
、
デ
モ
参
加
者
は
こ
の

体
制
の
あ
り
方
自
体
を
問
題
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
林
鄭

長
官
の
進
退
に
す
ら
興
味
を
失
っ
た
。
ど
う
せ
後
任
が
こ
の
体
制
に

よ
っ
て
選
ば
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
誰
が
や
っ
て
も
同
じ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
五
つ
目
の
要
求
は
、行
政
長
官
の
辞
職
か
ら
、

普
通
選
挙
の
実
施
に
よ
る
民
主
的
体
制
へ
の
転
換
に
変
更
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
共
産
党
政
権
の
論
理
で
は
「
政
権
転
覆
の
試

み
」
で
あ
り
、
要
求
の
難
度
は
格
段
に
上
昇
し
た
。

デ
モ
支
持
者
の
強
烈
な
「
仲
間
意
識
」

　

暴
力
行
為
を
辞
さ
な
い
「
前
線
」
の
デ
モ
参
加
者
と
、
休
日
に
平

和
的
な
デ
モ
行
進
を
行
う
多
数
の
市
民
は
、
か
な
り
性
質
の
異
な
る

集
団
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
間
に
は
、「
共
通
の
目
標
を
持
つ

デ
モ
参
加
者
同
士
は
攻
撃
し
合
わ
な
い
」
と
い
う
強
い
意
志
が
当
初

か
ら
存
在
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
上
で
は
、デ
モ
の
支
持
者
同
士
は「
兄

弟
」
や
「
手
足
」
と
呼
び
合
う
。
自
身
の
一
部
に
近
い
、
か
け
が
え

の
な
い
仲
間
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
負
傷
者
･
逮
捕
者
な
ど
の
犠
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牲
者
に
は
「
義
士
」
の
「
称
号
」
も
与
え
ら
れ
る
。
平
和
主
義
者
も
、

暴
力
行
為
を
非
難
し
た
り
、
逮
捕
者
を
冷
笑
し
た
り
す
る
こ
と
は
し

な
い
。

　

こ
う
し
た
「
仲
間
」
の
集
団
は
か
な
り
の
規
模
に
上
る
。
デ
モ
が

暴
力
性
と
平
和
性
を
持
ち
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
多
く
の
者
か
ら
共
感

を
得
や
す
い
状
況
を
作
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
暴
力
行
動
と
平
和

的
な
行
動
は
同
時
並
行
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
双
方
が
常
に
行

わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
デ
モ
支
持
者
た
ち
は
ネ
ッ
ト
上
の
掲

示
板
な
ど
で
し
き
り
に
議
論
と
分
析
を
重
ね
、
行
動
の
「
効
果
」
を

分
析
し
、
次
の
行
動
を
考
え
る
。
暴
力
が
嫌
わ
れ
そ
う
な
予
兆
が
あ

る
と
「
前
線
」
は
退
い
て
、
時
に
は
行
き
過
ぎ
を
謝
罪
も
し
、
平
和

デ
モ
が
主
流
と
な
る
。
そ
し
て
平
和
デ
モ
に
応
じ
な
い
政
府
へ
の
怒

り
が
市
民
に
蓄
積
さ
れ
る
と
、
政
府
へ
の
圧
力
を
強
め
る
た
め
に
暴

力
行
為
が
行
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
デ
モ
参
加
者
の
行
為
は
、
相
当
程

度
「
民
意
」
を
汲
み
取
っ
て
構
築
さ
れ
、
実
際
に
民
意
を
勝
ち
得
て

い
る
。
八
月
一
六
日
の
香
港
紙
「
明
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
調
査
で

は
、
デ
モ
参
加
者
の
暴
力
が
過
度
で
あ
る
と
す
る
者
は
三
九
・
五
％

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
警
察
の
暴
力
が
過
度
で
あ
る
と
す
る
者
は

六
七
・
七
％
に
上
っ
た
。
経
済
に
悪
影
響
が
出
た
場
合
、
最
大
の
責

任
は
香
港
政
府
に
あ
る
と
す
る
者
が
五
六
・
八
％
、
デ
モ
参
加
者
に

あ
る
と
す
る
者
は
わ
ず
か
八
・
五
％
で
あ
る
。

　

政
府
の
対
応
方
針
は
一
貫
し
て
、
暴
力
行
為
に
罰
を
与
え
、
一
般

市
民
を
デ
モ
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
だ
が
、
暴
力
的
な
デ
モ
を
さ
ら
に

強
力
な
警
察
力
で
鎮
圧
し
、
平
和
な
デ
モ
を
無
視
す
る
現
在
の
対
応

策
は
、
両
者
を
離
間
さ
せ
る
よ
り
も
む
し
ろ
団
結
さ
せ
て
い
る
。
政

府
の
支
持
率
は
大
規
模
デ
モ
の
開
始
以
降
も
下
が
り
続
け
て
い
る
。

　

九
月
に
入
る
と
、
ネ
ッ
ト
上
で
「
香
港
の
革
命
歌
」
が
作
ら
れ
、

各
地
に
集
ま
っ
て
こ
れ
を
歌
う
集
会
が
多
く
の
人
を
集
め
て
い
る
。

政
府
は
す
で
に
「
香
港
人
」
と
い
う
巨
大
な
「
仲
間
」
を
敵
に
回
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

「
怖
く
て
や
め
ら
れ
な
い
」

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
デ
モ
を
永
久
に
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

特
に
日
本
人
に
と
っ
て
衝
撃
的
に
映
る
の
は
鉄
道
駅
の
破
壊
行
為
で

あ
ろ
う
。
香
港
の
地
下
鉄
や
通
勤
電
車
を
独
占
す
る
香
港
鉄
路
（
港

鉄
）
は
、
デ
モ
参
加
者
を
輸
送
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
、

中
国
の
「
人
民
日
報
」
か
ら
「
暴
徒
専
用
列
車
」
と
非
難
さ
れ
た
。

現
在
売
り
上
げ
の
半
分
近
く
を
大
陸
で
の
鉄
道
事
業
な
ど
で
得
る
港

鉄
は
、
そ
れ
以
来
デ
モ
予
定
場
所
の
最
寄
り
駅
を
通
過
さ
せ
る
な
ど

の
措
置
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。車
内
や
駅
構
内
で
の
衝
突
も
多
く
、

警
察
の
暴
力
的
鎮
圧
を
容
認
し
た
な
ど
の
疑
惑
が
次
々
と
生
じ
た
港

鉄
は
、
共
産
党
の
「
党
鉄
」
と
揶
揄
さ
れ
て
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
い
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る
。
し
か
し
、
多
く
の
市
民
に
影
響
を
与
え
る
行
為
に
は
当
然
リ
ス

ク
も
伴
う
。
経
済
の
影
響
も
、
短
期
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
長
く
続

け
ば
不
満
を
持
つ
者
も
増
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
デ
モ
の
本
質
的
問
題
は
、「
も
は
や
、
や
め
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
こ
と
で
あ
る
。
デ
モ
参
加
者
は
「
五

つ
の
要
求
」
す
べ
て
を
求
め
る
と
言
っ
て
い
る
。
実
現
困
難
な
要
求

を
政
府
に
呑
ま
せ
る
に
は
、
行
動
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
、
強
い
圧

力
を
政
府
に
与
え
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
よ
り
多
く
の
暴

力
行
為
・
非
合
法
行
為
を
意
味
す
る
。
特
に
「
前
線
」
は
、
確
実
に

多
く
の
「
暴
動
罪
」
を
す
で
に
犯
し
て
い
る
。
現
在
は
覆
面
し
て
逃

げ
回
っ
て
い
る
彼
ら
も
、
事
態
が
鎮
静
化
し
た
時
に
は
、
大
規
模
な

捜
索
・
逮
捕
が
行
わ
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
と
悟
っ
て
い
る
。
現
に
、

「
雨
傘
運
動
」
後
に
は
若
者
が
次
々
と
断
罪
さ
れ
た
。
若
者
の
カ
リ

ス
マ
で
あ
り
、
二
〇
一
六
年
の
九
龍
半
島
・
旺
角
で
の
騒
乱
で
「
暴

動
罪
」
に
問
わ
れ
た
梁
天
琦
に
は
、
昨
年
、
懲
役
六
年
の
刑
が
下
っ

て
い
る
。
今
回
は
規
模
か
ら
見
て
こ
れ
で
は
済
ま
な
い
し
、
中
央
政

府
の
嫌
が
る
行
為
を
次
々
と
繰
り
返
し
た
デ
モ
参
加
者
、
あ
る
い
は

香
港
そ
の
も
の
に
対
し
て
、
北
京
も
確
実
に
あ
の
手
こ
の
手
で
「
制

裁
」
す
る
で
あ
ろ
う
。「
特
赦
」
の
要
求
が
呑
ま
れ
な
い
ま
ま
運
動

を
終
え
る
こ
と
は
、
自
身
ま
た
は
「
仲
間
」
へ
の
厳
罰
を
受
け
入
れ

る
こ
と
に
な
る
。
若
者
は
恐
怖
に
泣
き
、
震
え
て
お
り
、
市
民
の
多

く
は
「
私
利
の
た
め
で
は
な
く
、
香
港
の
た
め
に
自
ら
を
犠
牲
に
し

た
」
若
者
に
同
情
し
、
支
え
ね
ば
と
い
う
使
命
感
を
持
っ
て
い
る
。

デ
モ
の
継
続
は
「
自
衛
」
の
た
め
の
抵
抗
と
な
っ
て
い
る
。

「
死
な
ば
も
ろ
と
も
」

　

絶
望
の
中
で
、
八
月
頃
か
ら
、
若
者
の
間
で
は
「
攬
炒
」
と
い
う

発
想
が
広
が
っ
て
い
る
。
と
も
に
焼
か
れ
て
し
ま
お
う
、「
死
な
ば

も
ろ
と
も
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
九
月
一
一
日
の
ウ
ォ
ー
ル
・
ス

ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
あ
る
記
事
は
、
香
港
を
「
中
国
の
銀
行

が
呼
吸
す
る
肺
」
と
称
し
た
。
香
港
が
持
つ
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能
は
、
北
京
に
と
っ
て
死
活
的
利
益
で
あ
る
と
考
え
る
デ

モ
参
加
者
は
、
自
身
を
「
人
質
」
に
し
て
、
香
港
の
社
会
・
経
済
を

破
壊
す
る
こ
と
で
、
香
港
の
親
中
的
な
既
得
層
や
特
権
層
、
そ
し
て

中
央
政
府
に
も
ろ
と
も
に
損
失
を
与
え
る
こ
と
を
戦
略
と
す
る
。
八

月
三
一
日
の
デ
モ
現
場
で
香
港
の
研
究
者
が
行
っ
た
調
査
（
九
月
八

日
「
明
報
」
掲
載
）
で
は
、「
香
港
に
国
際
社
会
の
制
裁
な
ど
の
極

端
な
事
態
が
生
じ
た
場
合
、中
央
政
府
の
損
失
が
香
港
よ
り
大
き
い
」

と
述
べ
た
者
は
八
七
％
に
ま
で
上
っ
て
い
る
。
破
壊
行
為
も
、
景
気

後
退
も
、
不
動
産
価
格
の
下
落
も
、
大
陸
客
の
減
少
も
、
小
売
業
の

不
景
気
も
、
ア
ジ
ア
最
悪
の
経
済
格
差
と
特
権
層
の
政
治
権
力
の
独

占
と
い
う
体
制
に
絶
望
し
て
き
た
市
民
は
、
む
し
ろ
「
世
直
し
」
と
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し
て
喜
ん
で
し
ま
う
。

　

そ
し
て
、
デ
モ
参
加
者
が
巻
き
込
も
う
し
て
い
る
の
は
北
京
だ
け

で
は
な
い
。
米
国
は
「
香
港
政
策
法
」
と
い
う
法
律
を
持
ち
、
香
港

に
自
治
が
な
い
と
米
国
が
判
断
し
た
場
合
、
香
港
を
中
国
と
異
な
る

経
済
体
と
見
な
す
現
在
の
政
策
を
放
棄
し
、
中
国
と
同
じ
扱
い
に
変

え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
が
発
動
さ
れ
る
と
、
香
港
が
国
際

金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
中
国
経
済

に
も
相
当
な
打
撃
が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
米
国
議
会
は
間
も
な

く
「
香
港
人
権
民
主
法
案
」
を
審
議
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
香
港
の

人
権
を
害
す
る
者
の
米
国
入
国
拒
否
や
資
産
凍
結
、
さ
ら
に
は
香
港

が
普
通
選
挙
を
実
施
し
な
い
場
合
の
制
裁
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
九
月
八
日
に
は
、
香
港
の
米
国
総
領
事
館
前
で
集
結

し
、「
香
港
人
権
民
主
法
案
」
の
可
決
を
米
国
議
会
に
求
め
る
デ
モ

が
多
く
の
人
を
集
め
た
。大
量
の
香
港
人
が
星
条
旗
を
振
る
光
景
は
、

北
京
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
忌
々
し
い
も
の
で
あ
る
か
。

　

経
済
重
視
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
当
初
香
港
問
題
へ
の
無
関
心

を
露
わ
に
し
て
い
た
が
、事
態
の
深
刻
化
は
米
国
の
世
論
を
動
か
し
、

大
統
領
選
を
控
え
る
彼
も
無
視
で
き
な
い
状
況
を
生
ん
だ
。
香
港
は

つ
い
に
米
国
を
も
「
死
な
ば
も
ろ
と
も
」
に
巻
き
込
も
う
と
し
て
い

る
。
香
港
デ
モ
の
行
く
末
が
、
世
界
的
な
経
済
危
機
の
発
端
と
な
る

可
能
性
す
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

デ
モ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い

　

当
初
「
逃
亡
犯
条
例
」
の
撤
回
を
求
め
て
始
ま
っ
た
香
港
の
デ
モ

は
、現
在
は
体
制
へ
の
不
信
任
を
訴
え
る
「
反
乱
」
に
転
じ
て
い
る
。

国
家
の
統
治
を
否
定
す
る
「
反
乱
」
が
暴
力
を
使
う
の
は
む
し
ろ
当

然
と
い
う
の
が
デ
モ
参
加
者
の
心
理
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
暴
力

は
中
国
･
米
国
を
引
き
ず
り
込
む
た
め
の
、
彼
ら
の
冷
徹
な
計
算

の
現
れ
で
も
あ
る
。「
平
和
な
デ
モ
は
い
い
が
、
暴
力
は
い
け
な
い
」

と
説
教
し
て
も
意
味
を
な
さ
な
い
。
政
府
の
鎮
静
化
の
試
み
は
、
暴

力
路
線
と
平
和
路
線
の
同
盟
に
阻
ま
れ
、
む
し
ろ
「
香
港
人
」
の
団

結
を
強
め
さ
せ
て
い
る
。

　

権
威
主
義
的
な
政
府
と
、
西
欧
型
の
自
由
な
社
会
が
共
存
し
て
き

た
香
港
の
「
一
国
二
制
度
」
は
、
米
中
貿
易
戦
争
の
下
で
、
修
復
不

能
の
対
立
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
デ
モ
は
国
慶
節
（
一
〇
月
一

日
）
や
区
議
会
議
員
選
挙
（
一
一
月
二
四
日
）
な
ど
の
政
治
日
程
を

控
え
て
長
期
化
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
や
が
て
デ
モ
が
収
束
し
て
も
、

米
中
対
立
と
い
う
新
し
い
国
際
社
会
の
構
図
の
下
で
、
香
港
政
治
の

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
状
態
は
続
く
で
あ
ろ
う
。

　

世
界
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
揺
が
進
ん
で
い
る
。
香
港
に
示
さ

れ
て
い
る
の
は
国
際
秩
序
の
変
化
の
深
刻
さ
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
目

を
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
●




